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ソニーセルセーターSH800S： 
CRISPR/Cas9システムによる発現細胞のシングルセルソーティング 

セルソーターSH800Sのコレクションエリア 

96ウェルプレートホルダー 

図A 
CRISPR/Cas9-EGFP発現のHeLa細胞を 
シングルセルで分取した結果と、 
インデックスソーティング解析 

CRISPR/Cas9システムによる発現細胞の 
シングルセルソーティング 
CRISPR (Clustered Regularly Interspaced 
Short Palindromic Repeats)は、ゲノム編集に
おける非常に重要なツールの一つとして近年注
目されており、このゲノム編集はCas9ヌクレ
アーゼとガイドRNAの二つの分子が、標的DNA
配列の認識し、DNA二本鎖切断することにより
実現される1。 Cas9とガイドRNAは、トランス
フェクションにより細胞内へ誘導されるが、ト
ランスフェクションの効率は、細胞の種類やト
ランスフェクションの方法によって大きく左右
されることが知られている。トランスフェク
ション効率の評価法の一つとしてCas9とガイド
RNAを導入するために用いたベクターにあらか
じめindicatorとして挿入された蛍光タンパク質
の発現を指標とする方法がある。 
 
 
 

ソニーセルソーターSH800は、ハイスループッ
トで高精度なシングルセルソーティングが可能
であり、96セルプレートや384ウェルプレート
の各ウェルに、標的細胞をシングルセルレベル
で分取可能である。SH800の持つインデックス
ソーティング機能では、各ソーティングイベン
トが検出された全イベントの内Plot上のどこに位
置するかを表示させることが可能である。この
インデックスソーティング機能から得られる情
報は、分取した細胞のエンドポイントアッセイ
の結果に対して、ソーティング時に得られた蛍
光強度との相関を見るメタデータ解析に使用す
る事ができる。例えば、分取されたGFP発現細胞
の細胞から得られたクローンの細胞特性、ゲノ
ム情報、成長などを比較することができる。 
HeLa細胞を使用した下記の実験では、
CRISPR/Cas9-EGFPのコンストラクトを含んだ
ベクターがトランスフェクションされている。 

(図A) 
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トランスフェクションの後、100μm Sorting 
chipを使い、セルソーターSH800を使用して、
96ウェルプレートの各ウェルに1細胞ずつ分取し
た。 ソーティングされたCas9 EGFPを発現する
単一細胞に対してはそれぞれに対してインデッ
クス情報が記録されている。図Aでは、96ウェ
ルプレートに分取された単一細胞のプレート
マップが示されている。このマップ上で任意の
ウェルを選択することにより、そのウェルに分
取された単一細胞（青色のドット）のフェノタ
イプ（GFPの発現レベルなど）がドットプロッ
ト上に青い丸としてハイライトされる。このイ
ンデックスソーティング機能で得られる情報は、
単一細胞由来のクローン化されたコロニーが形
成され、その細胞集団を用いて得られた解析結
果にフィードバックする事ができる。 
 
結論 
 SH800では高いHeterogeneityを持つ細胞集
団からのシングルセルソーティングを実施する
事が可能であることから、ゲノム編集を用いた
実験に於いては目的とする細胞の特異性の高い
選択にSH800は優れた機能を発する。さらに
SH800の持つインデックスソーティング機能は
フローサイトメトリーの結果と他のアッセイの
結果を結び付けることを可能とするため、遺伝
子発現解析や抗体工学的な利用において、単一
細胞の性質を調べるうえで非常に有用な解析技
術であるといえる。 
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Cell Sorter SH800S 
全自動セットアップ・小型化を実現した“日本発”セルソーター 
 
 Compact Size – 小型 & 4レーザー 
 小型ながら最大４レーザー搭載可能で、前方散乱光、 
    後方散乱光と合計6種類の蛍光を検出可能  
 
 Automatic Setup – オペレーター不要の全自動設定 
 光軸調整、液滴形成、サイドストリーム調整、ディレイ 
  タイム決定を自動化し、手間のかかる設定作業が不要 
 
 Sorting Chip – コンタミネーションフリー& 
                  メンテナンスフリー 
  細胞の種類やアプリケーションに合わせて最適なチップを 
  ３種類のオリフィスサイズ(70/100/130㎛）から選択可能 
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